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こんにちは！支え愛・ほっとステーションです。
毎日暑い日が続きますが、皆様いかがお過ごしでしょうか？
今回は、７月２４日（木）に杜松ホームの交流スペースで開催し
た「地域交流会」についてご報告いたします！

今回の地域交流会では、荏原第五地区で活躍されている
民生委員さんと地域支援員さんで「地域の見守りについて」
をテーマに認知症すごろくを用いて話し合いました♪

認知症すごろくを荏５
バージョンに変えて、民
生委員さんと地域支援
員さんがお互いどのよ
うな活動をしているのか
話し合いました♪

各グループの発表は裏面へ！

認知症すごろくの内容を深めるために
グループワークを行いました！

最後は全体で発表✨



各グループで「地域の見守りで出来ること」をテーマに
話し合ったことをお伝えします(^^♪

皆様、お暑い中のご参加ありがとうございました！
地域の見守りを皆さんと協力をして行い、地域の方々と繋がりを深
めていきたいと思います☺

地域支援員さんの数を増やす！
そのために、民生委員さんに活動
できそうな方を紹介してもらう！

周囲の人が相談先を知る！
支え愛・ほっとステーションや在
宅介護支援センターなどを知って
いることによって、困っている人
へ支援が届く！

世間話から会話を始める！
挨拶→天気の話などを継続する
ことによって何かあったら相談
できる関係性になる！

見守りが出来る皆がチーム！
認知症の方だったら、一緒に
ラジオ体操に行き、現地でも
参加している仲間がサポート
するといった連携をする！

ほっとサービスや救急代理通
報システムえを利用する！
利用者さんと地域支援員さん
が話しながら関係性を築いて
いける！


